
（
道
庁
府
県
別
各
科
生
徒
現
員
表
お
よ
び
歳
出

・
歳
入
、
所
有
物
件
に
関
す
る
事
項

十
四
人

疾
病
事
故
等
二
依
リ
退
學
ヲ
許
シ
タ
ル
モ
ノ

二
人
一
人
研
究
科
満
期

死
亡
シ
タ
ル
モ
ノ

二
人
再
入
學
ヲ
許
シ
タ
ル
モ
ノ

二仝
人
一
人

上

退
學
ヲ
命
シ
タ
ル
モ
ノ

仝

仝

彫
刺
科
第
四
年

彫
金
科
第
四
年

蒔
絵
科
第
四
年

十
月
廿
五
日
錨
金
科
一
年
生
一
人
ノ
追
試
業
ヲ
行
ヒ
タ
ル
ニ
合
格
セ
、
ソ
ニ
依

リ
仝
二
年
へ
編
入
ス

本
年
中
綸
甕
科
卒
業
生
ニ
シ
テ
尋
常
師
範
學
校
尋
常
中
學
校
高
等
女
學
校
図

聾
科
教
員
免
許
状
ヲ
受
領
セ
シ
モ
ノ
七
人
又
生
徒
ノ
願
二
依
リ
在
學
證
明
書

ヲ
交
付
シ
タ
ル
モ
ノ
七
十
二
人
ア
リ

前
記
ノ
外
本
年
問
二
於
ケ
ル
入
退
學
其
他
生
徒
二
関
ス
ル
事
項
ヲ
畢
ク
レ
ハ

左
ノ
如
シ

規
則
第
十
九
條
二
依
リ
譴
責
、
ソ
タ
ル
モ
ノ

國
重

加
藤
鮎
澤
清
水

篤
介
山
口
士

一
郎
山
口
平

秀
夫
長
野
士

亀
蔵
廣
島
平

鍛
金
科
設
置

鍛
金
科
設
骰
の
た
め
の
具
体
的
な
動
き
が
起
こ
っ
た
の
は
明
治
二
十
六
年
末
の
こ
と

で
、
左
の
記
事
が
示
す
よ
う
に
帝
国
議
会
に
鍛
金
科
教
場
建
築
役
二
、
六
七

0
円
お
よ

ぴ
同
科
教
官
俸
給
そ
の
他
諸
股
一

、
四
九

0
円
の
予
箕
案
が
提
出
さ
れ
た
。

練
豫
箕
説
明
（
文
部
省
所
管
）

〔
中
略
〕
東
京
美
術
學
校
鍛
金
科
教
場
建
築

東
京
美
術
學
校
に
於
て
本
邦
中
特
絶
の
鍛
金
術
を
挽
回
進
捗
す
る
の
目
的
を
以
て
鍛

金
科
を
設
置
し
宜
用
の
エ
藝
に
應
用
す
る
の
方
法
を
研
究
せ
ん
が
為
め
該
教
場
の
建

築
を
要
す
依
て
其
毀
額
二
千
六
百
七
十
皿
を
本
年
度
歳
出
臨
時
部
文
部
省
所
管
第
二

款
第
四
項
に
豫
算
し
た
り
〔
下
略
〕

0
東
京
美
術
學
校
の
政
府
支
出
金
に
就
き

東
京
美
術
學
校
に
於
け
る
明
治
二
十
七
年
度
の
政
府
支
出
金
の
豫
箕
は
一
薦
九
千
百

六
十
八
回
三
十
一
＿
一
錢
に
し
て
二
十
六
年
度
の
豫
箕
額
一
寓
六
千
六
百
四
十
三
回
―
―
-
+

三
錢
に
比
す
れ
ば

二
千
五
百
回
二
十
五
錢
の
増
額
に
て
其
の
理
由
は
古
記
の
定
員
を

減
じ
及
び
諸
般
の
代
途
を
節
減
し
教
務
上
必
要
の
代
用
こ
厄
て
た
る
も
偲
ほ
特
に
増

般
を
要
す
る
も
の
あ
り
本
邦

ー
以
来
金
工
精
妙
に
し
殊
に
金
屈
を
鍛
煉
し
種
々

の
器
品
を
製
作
す
る
の
技
術
｛
い
一じ
特
有
の
意
匠
趣
味
を
備
ムふ
る
を
以
て
盆
々
其
技

術
を
披
張
し
て
現
今
宜
用
の
エ
藝
に
適
せ
し
め
ば
其
奴
盆
々
大
な
る
べ
く
且
つ
今
日

マ
マ

鍛
金
の
法
に
熟
逹
す
る
者
極
め
て
少
な
き
を
以
て
此
本
邦
特
得
の
技
術
者
を
投
成
す

解

説

は
省
略
）

（
明
治
二
十
六
年
十
二
月
二
日

『
教
育
新
聞
』
）
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る
は
目
下
の
急
務
な
り
依
り
て
該
校
に
於
て
鍛
金
科
を
新
設
し
授
業
を
開
始
す
る
に

付
教
官
の
俸
給
其
他
の
諸
費
千
四
百
九
十
回
を
増
し
又
該
校
生
徒
卒
業
試
瞼
製
品
ほ

蒔
箱
の
如
き
殊
に
高
債
の
材
料
を
要
し
到
底
生
徒
の
自
解
に
堪
ふ
べ
き
に
あ
ら
ざ
る

を
以
て
其
費
用
八
百
四
十
五
圃
を
増
し
又
該
校
の
舎
全
部
の
樋
修
繕
を
要
す
る
も
従

来
鰹
費
に
餘
裕
な
き
が
為
め
其
費
用
を
揺
ず
る
こ
と
能
は
ざ
る
に
付
其
の
費
用
百
九

十
園
を
増
し
扱
て
は
合
計
二
千
五
百
二
十
五
園
の
増
額
な
り
と

こ
の
予
算
案
は
削
除
さ
れ
、
そ
の
た
め
岡
倉
校
長
は
翌
二
十
七
年
、

経
費
二
付
上
申
」
お
よ
び
「
美
術
教
育
施
設
二
付
意
見
」
の
中
で
再
度
要
請
を
行
な
っ

た
。
そ
の
結
果
、
翌
二
十
八
年
―
―
―
月
、
第
八
議
会
に
於
け
る

「
美
術
学
校
拡
張
法
案
」

の
可
決
を
も
っ
て
設
置
が
内
定
し
た
の
で
あ
る
。
同
年
同
月
二
十
九
日
に
は
桜
井
正
次

が
嘱
託
と
し
て
採
用
さ
れ
、
授
業
開
始
の
準
備
が
始
め
ら
れ
た
。
桜
井
正
次
は
卍
正
次

と
称
し
た
刀
鍛
冶
で
、
採
用
の
前
年
に
は
文
部
省
が
本
校
に
依
嘱
し
た
天
皇
銀
婚
式
奉

祝
の
た
め
の
献
納
大
刀
の
製
作
に
も
携
わ
っ
て
い
る
。
岡
倉
校
長
は
同
科
の
指
導
者
と

し
て
は
じ
め
大
阪
の
鍛
金
名
家
板
尾
清
春
（
天
保
十
――一年

1
明
治
四
十
四
年
）
を
採
用

す
る
考
え
で
、
採
用
内
定
に
ま
で
至
っ
た
が
、
そ
の
後
清
春
が
病
気
を
理
由
に
断
っ
て

来
た
た
め
、
実
現
し
な
か
っ
た
。
左
記
は
校
長
が
清
春
に
重
ね
て
承
諾
を
要
請
し
た
と

き
の
手
紙
で
あ
る
。

萎
縮
不
振
定
二
悲
む
へ
き
有
様
二
有
之

候
拝
誦

「
二
十
八
年
度

先
日
御
面
会
の
節
は
失
礼
申
上
候
溺
後
益
御
機
嫌
宜
＜
恭
賀
之
至
二
存

陳
レ
ハ

美
術
学
校
御
就
職
の
儀
御
承
諾
被
下
鍛
金
術
の
進
歩
上
殊
二
喜
は
し
く

存
居
候
処
御
紙
面
二
接
し
病
気
の
故
ヲ
以
て
御
辞
退
の
趣
寛
二
残
念
二
存
候
御
承

知
の
如
く
本
邦
鍛
金
工
の
術
ハ
古
二
高
度
の
精
巧
二
逹
し
候
へ
共
昨
今
二
至
リ
テ
ハ

幸
ひ
に
先
生
年
来
御
工
夫
の
次
第
モ
御
座

（
明
治
二
十
六
年
十
二
月
九
日
同
前
）

四
月
廿
四
日

候
二
付
此
際
御
東
上
相
願
御
技
術
ヲ
生
徒
二
伝
へ
本
邦
特
殊
の
工
芸
ヲ
継
続
為
致
度

存
居
候
処
今
更
御
辞
退
の
儀
遺
憾
二
耐
ヘ
ス
存
候
転
地
の
事
は
御
身
体
の
為
メ
気

遣
し
き
次
第
二
候
へ
共
東
京
と
て
も
方
角
二
よ
り
必
し
も
不
健
康
の
処
―
ー
は
非
ス
候

間

一
旦
は
御
転
住
御
試
被
下
候
て
猶
愈
よ
御
障
り
二
も
有
之
候
ハ

、
其
上
二
て
御
相

談
候
ハ

、
宜
敷
何
分
技
術
継
続
の
為
メ
殊
に
御
稽
励
願
ハ
し
く
存
候
又
他
二
御
事

情
等
有
之
候
儀
二
候
ハ

、
詳
細
御
申
越
相
成
度
不
取
敢
御
考
慮
伺
試
｀
｀
、
候
斯
道

ニ
対
ス
ル
一
の
務
め
と
思
召
し
御
請
相
成
度
希
望
二
耐
ヘ
ス
候
忽
々
頓
首
岡
倉
覚
―
―
―

今
朝
御
手
紙
二
接
し
不
取
敢
愚
意
申
述
候

清
春
に
代
わ
っ
て
採
用
さ
れ
た
の
は
平
田
惣
之
助
（
明
治
四
十
年
宗
幸
と
改
名
）
で

あ
っ
た
。
宗
幸
は
東
京
の
鍛
金
名
家
で
、
採
用
前
に
は
宮
内
省
よ
り
帝
博
へ
委
託
さ
れ

た
錦
鶏
の
間
の
尾
長
鳥
置
物
製
作

（明
治
二
十
五
年
）
や
逓
信
省
よ
り
本
校
へ
依
嘱
さ

れ
た
天
皇
銀
婚
式
奉
祝
の
た
め
の
銀
製
花
瓶
製
作

（
同
二
十
六
年
）

を
担
当
し
、
名
声

を
あ
げ
た
。
明
治
二
十
八
年
六
月
二
十
七
日
に
本
校
嘱
託
と
な
り
、
大
正
六
年
帝
室
技

芸
員
、
同
七
年
本
校
教
授
と
な
っ
て
い
る
。

明
治
二
十
八
年
九
月
五
日
、
左
記
の
文
害
を
も
っ
て
鍛
金
科
が
設
置
さ
れ
た
。

庶
第
一――

-0
琥

本
校
今
般
鍛
金
科
設
置
相
成
候
二
付
テ
ハ
其
学
科
課
程
別
紙
之
通
相
定
本
校
規
則
第

三
條
學
科
課
程
彫
金
科
ノ
次
へ
差
加
へ
候
様
致
度
此
段
仰
高
裁
候
也

明
治
廿
八
年
八
月
廿
七
日

（
『
岡
倉
天
心
全
集
』
第
六
巻
。
昭
和
五
十
五
年
。
平
凡
社
）

板
尾
清
春
君

小
生
事
昨
夜
伊
勢
よ
り
帰
京

御
推
読
被
下
度

乱
筆
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文
部
大
臣
侯
爵
西
園
寺
公
望
殿

東
京
美
術
学
校

客
月
廿
七
日
付
庶
第
三
一
〇
琥
伺
其
校
学
科
課
程
追
加
之
件
認
可
ス

明
治
廿
八
年
九
月
五
日

文
部
大
臣
侯
爵
西
園
寺
公
望

な
お
、
当
時
の
新
聞
を
見
る
と
、
左
記
の
よ
う
に
、
鍛
金
科
設
骰
を
日
清
戦
争
後
の

刀
剣
類
に
対
す
る
再
評
価
の
機
運
に
乗
じ
た
も
の
と
す
る
見
方
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。

0
美
術
根
校
の
鍛
金
科

未
専
甲
六
五
七
琥

東
京
美
術
学
校
長

東
京
美
術
學
校
に
て
は
来
る
九
月
よ
り
鍛
金
科
な
る
も
の
を
新
設
し
金
屈
の
鍛
錬
を

な
す
由
は
豫
て
紙
上
に
記
載
せ
し
か
今
其
の
趣
旨
を
聞
く
に
元
来
我
國
の
鍛
金
術
は
古

来
よ
り
焚
逹
し
刀
剣
武
具
類
の
鍛
錬
に
至
り
て
は
殊
に
日
本
人
の
絶
技
に
屈
し
明
珍
の

兜
に
於
け
る
正
宗
の
刀
靱
に
於
け
る
決
し
て
外
人
の
摸
擬
す
る
能
は
ざ
る
も
の
あ
り
然

る
に
近
来
斯
術
の
衰
へ
た
る
よ
り
明
珍
正
宗
等
の
名
エ
は
勿
論
其
第
二
三
流
に
位
す
る

も
の
す
ら
世
に
出
て
ず
他
の
箱
視
彫
刻
の
如
き
は
種
々
の
機
関
を
設
け
て
之
か
製
作
を

奨
励
す
れ
ど
も
鍛
金
に
至
り
て
は
之
を
顧
み
る
も
の
さ
へ
な
か
り
し
が
昨
年
日
泊
戦
争

以
来
は
世
人
又
た
武
器
の
利
鈍
に
注
目
し
従
っ
て
刀
靱
類
の
製
作
を
説
く
に
至
り
た
れ

ぱ
此
機
會
を
利
用
し
て
鍛
金
科
を
設
け
刀
細
武
具
等
を
始
め
其
他

一
般
の
金
屈
を
鍛
錬

岡

倉

覺

（同
右
）

（
「
本
校
関
係
法
令
書
類
」
別
紙
な
し
）

ル
ヘ
シン

し
古
人
に
耶
ざ
る
名
エ
良
家
を
出
た
し
盆
々
以
て
我
図
の
美
術
を
痰
揚
せ
し
め
ん
と
て

扱
こ
そ
此
新
設
を
見
る
に
至
り
し
な
り
と

第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
へ
の
出
品

『
第
四
回
内
国
勧
業
博
屁
会
審
査
報
告
』

の
第
五
部
第
三
十
八
類
（
教
育
）
審
査
報
告

（報
告
審
査
官
手
島
精

一
）
に
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
。

東
京
美
術
學
校

東
京
美
術
學
校
出
陳
ハ
美
術
工
薮
科
中
彫
金
蒔
箱
ノ

ニ
科
二
於
ケ
ル
宜
習
順
序
ヲ
示

ス
ヘ
キ
手
本
及
其
使
用
道
具
ノ
標
本
類
三
十

一
黙
ニ
シ
テ
順
序
整
然
其
成
蹟
頗
ル
観

ル
ヘ
シ
抑
々
我
邦
ノ
美
術
ハ

宇
内
獨
特
ノ
妙
技
ト
シ
テ
夙
二
中
外
二
賞
讃
セ
ラ
ル

、

モ
ノ
ア
ル
ハ
他
ノ
摸
擬
シ
得
ヘ
カ
ラ
サ
ル
特
殊
ノ
色
相
ヲ
具
有
ス
ル
ニ
外
ナ
ラ
ス
然

レ
ト
モ
世
運
ノ
嬰
轄
二
伴
ヒ
師
催
搬
承
ノ
道
漸
ク
廃
滅
二
屈
セ
ン
ト
ス
ル
ニ
方
リ
本

校
ノ
如
キ
美
術
奪
門
駆
校
ノ
創
立
セ
ラ
レ
給
盟
彫
刻
及
美
術
工
藝
中
彫
金
鋳
金
蒔
給

ノ
諸
科
ヲ
設
ヶ
以
テ
此
等
技
術
者
投
成
ノ
道
ヲ
啓
カ
レ
シ
ハ
斯
道
ノ
為
メ
洵
二
脱
賀

ス
ヘ
キ
コ
ト
ナ
リ

ト
ス

（
明
治
二
十
九
年
四
月
二
十
五
日
発
行
）

本
校
ハ
明
治
二
十
年
ノ
創
立
二
係
リ
其
二
十
二
年
業
ヲ
開
キ
其
二
十
四
年
始
メ
テ

卒
業
生
ヲ
生
七

シ
以
来
本
年
二

至
リ
通
計
宜
二
百
四
名
二
及
ヒ
現
二
就
學
セ
ル
生
徒

モ
亦
百
八
十
九
名
ナ
リ
ト
ス
而
シ
テ
卒
業
生
ハ
自
螢
ノ
モ
ノ
其
多
キ
ヲ
占
メ
各
々
學

修
セ
ル
所
ノ
業
務
二
従
ヘ
ル
ヲ
以
テ
観
ル
ト
キ
ハ
其
世
盆
ヲ
致
ス
蓋
シ
鮮
少
ナ
ラ
サ

聞
ク
同
校
ノ
授
業
ハ
箪
ニ

一
方
二
偏
セ
ス
固
ョ
リ
佑
套
二
泥
マ
ス
時
勢
ノ
嬰
遥
ニ

伴
ヒ
之
力
開
迅
ヲ
闘
ル
ヲ
以
テ
主
旨
ト
シ
例
ヘ
ハ
給
盟
二
於
テ
廣
ク
諸
流
名
流
ノ
師

2
 

（明
治
二
十
八
年
六
月
三
日

『
報
知
新
聞
』
）
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ヲ
延
キ
又
ハ
更
二
西
洋
美
術
ノ
科
ヲ
設
ヶ
ン
ト
セ
ル
等
用
意
周
到
ナ
リ
ト
云
フ
ヘ
シ

況
ソ
ャ
本
校
教
官
ハ

一
慈
先
進
ノ
責
ヲ
盛
・
ソ
孜
々
後
進
ヲ
誘
披
シ
テ
倦
マ
サ
ル
カ
如

キ
我
邦
美
術
ノ
前
途
盗
二
多
望
ナ
ラ
ス
ヤ

同
博
覧
会
は
四
月
一
日
か
ら
七
月
三
十
一
日
ま
で
京
都
で
開
催
さ
れ
た
。
本
校
教
官

の
出
品
作
の
主
な
も
の
は
橋
本
雅
邦
筆

「
龍
虎
」
、

「
十
六
羅
漢
」
、
川
端
玉
章
籠
「
桃

李
園
独
楽
図
」
、
高
村
光
孟
作

「
木
彫
団
扇
の
上
の
睡
猫
」
、
石
川
光
明
作
「
姐
」
等
で

あ
っ
た
。科

外
講
義

・
近
世
美
術
展
覧
会
等

学
校
当
局
は
科
外
講
義
、
近
世
美
術
展
覧
会
と
同
時
に
第
二
回
授
業
成
頼
物
展
覧
会

も
開
き
、
さ
ら
に
校
友
会
は
臨
時
大
会
（
作
品
展
）
を
開
い
た
。

『錦
巷
雑
綴
』
第
五

巻
（
明
治
二
十
八
年
六
月
二
十
六
日
）
は
こ
れ
ら
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
録
し
て
い

る。

校
友
會
臨
時
大
會
展
翌
會

明
治
廿
八
年
五
月
十
五
日
ョ
リ
向
フ
一
週
間
ヲ
期
日
卜
定
メ
本
校
々
舎
二
於
テ
展

翌
會
ヲ
開
設
ス
此
ノ
邪
ハ
昨
春
四
月
本
校
創
立
以
来
五
閲
年
ヲ
紐
テ
初
テ
成
娯
品
展

覧
會
ヲ
開
キ
世
二
公
示
ッ
タ
ル
以
テ
喘
矢
ト
シ
今
年
ハ
第
二
回
目
ナ
リ
而
．
ッ
テ
此
ノ

展
翌
會
二
於
テ
ハ
昨
春
以
降
ノ
製
作
二
掛
ル
本
校
職
員
生
徒
ノ
成
猷
ハ
勿
論
殊
二
臨

時
大
會
ノ
為
メ
ニ
會
員
ノ
意
匠
鰹
螢
二
成
ル
慮
ノ
優
等
品
ヲ
以
テ
シ
参
考
品
ト
シ
テ

ハ
文
化
文
政
以
後
現
今
二
到
ル
迄
凡
ソ
七
十
有
余
年
問
二
於
ケ
ル
諸
大
家
名
匠
ノ
手

ニ
成
ル
慮
ノ
作
ヲ
蒐
メ
テ
展
笠
ス
ル

1
ト
セ
リ
又
開
會
中
ハ
毎
日
午
后
一
時
ョ
リ
課

外
講
義
ヲ
開
キ
内
外
ノ
碩
學
名
士
ヲ
招
聘
・
ソ
テ
美
術
二
隙
ス
ル
講
話
ヲ
依
頼
セ
リ
聴

講
者
ハ
本
校
ノ
職
員
生
徒
ハ
申
ス
ニ
及
バ
ズ
特
二
刷
出
シ
ク
ル
聴
講
券
ヲ
持
参
セ
ル

3
 

有
志
者
ヲ
シ
テ
入
場
ヲ
許
シ
タ
リ
其
出
席
講
演
セ
ラ
レ
タ
ル
講
士
ハ
矢
野
文
雄
佛
人

ト
ロ
ソ
ク
ワ
ー
杉
浦
重
剛
志
賀
重
昂
三
宅
雄
次
郎
三
宅
米
吉
金
子
堅
太
郎
井
上
哲
次

郎
坪
井
九
馬
一
＿
一
校
長
岡
倉
覺
三
教
授
福
地
復
一
竹
内
久
一
ノ
諸
氏
ニ
シ
テ
各
々
斯
ノ

道
二
渉
リ
平
素
抱
懐
七
ラ
ル

、
卓
説
ヲ
陳
述
セ
ラ
レ
ク
リ
其
高
論
ハ
本
會
特
二
速
記

者
ヲ
シ
テ
箪
記
七
シ
メ
府
キ
タ
レ
バ
別
二
印
刷
二
附
シ
テ
近
日
諸
君
ノ
翌
二
供
ス
ル

1
ア
ル
可
シ
其
論
説
評
論
ノ
如
何
ハ
過
眼
一
遍
目
ラ
諸
君
ノ
評
債
ス
ル
慮
二
任
セ
ソ

展
翌
會
二
就
テ
ハ
特
別
通
常
二
種
ノ
観
翌
券
一
萬
枚
ヲ
痰
出
シ
テ
費
紳
名
族
有
志
及

ヒ
本
校
二
閥
係
ア
ル
者
ノ
問
二
配
布
・
ソ
観
翌
ヲ
促
シ
タ
リ
特
別
券
携
帯
ノ
紳
士
ニ
ハ

別
二
茶
菓
ヲ
饗
．
ッ
テ
接
待
セ
リ
會
楊
ハ
前
回
ノ
通
リ
本
校
教
塩
ヲ
敷
臨
二
分
チ
テ
陳

列
ッ
本
舘
階
下
ノ
諸
室
及
ピ
新
舘
ノ
階
上
ヲ
以
テ
参
考
品
展
覧
場
二
充
テ
本
舘
階
上

ノ
諸
室
ヲ
通
シ
テ
授
業
成
紹
品
及
ビ
校
友
會
陳
列
塩
ト
シ
會
議
室
ヲ
来
賓
接
待
所
ニ

供
．
ゾ
講
演
ハ
第
一
講
義
室
二
於
テ
セ
リ
先
ッ
第
一
監
ヲ
始
メ
参
考
品
乃
チ
文
化
文
政

天
保
以
来
明
治
二
至
ル
エ
藝
品
ノ
金
工
錨
物
陶
磁
器
蒔
給
繍
物
織
物
等
第
二
謳
同
時

代
ノ
彫
刻
類
第
一
二
匿
以
下
ハ
給
盟
ニ
シ
テ
此
厖
及
ビ
第
四
謳
ハ
文
晟
派
文
人
派
第
五

マ

マ

マ

マ

謳
狩
野
土
佐
ノ
諸
派
第
六
姫
ハ
四
條
丸
山
容
齊
派
第
七
厖
ハ
浮
世
箱
派
ニ
メ
此
等
ノ

給
粛
彫
刻
器
物
類
ハ
本
校
博
物
舘
美
術
協
會
等
ノ
所
有
二
掛
ル
モ
ノ
モ
少
ナ
カ
ラ
ズ

卜
雖
本
回
ハ
都
下
ノ
名
門
豪
家
所
蔵
家
ノ
秘
蔵
ス
ル
慮
ノ
モ
ノ
ヲ
請
テ
開
會
中
展
究

ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
豫
定
二
反
シ
蒐
集
ス
ル

1
頗
ル
賂
シ
ク
證
幅
ノ
如
キ
ハ
就
中
名
幅

逸
品
ノ
ミ
ヲ
撰
｀
｀
、
出
シ
テ
陳
列
、
ソ
會
塩
ノ
過
半
ハ
参
考
檜
捉
ノ
為
メ
ニ
供
セ
シ
ニ
モ

不
系
到
底
一
時
二
展
翌
ス
ル
能
ハ
サ
ル
ヲ
以
ヲ
期
日
中
再
度
引
代
ヲ
為
ス
ノ
不
得
已

サ
ル
ニ
至
レ
リ
随
テ
澤
山
ノ
幅
物
中
ニ
ハ
未
夕
世
間
二
普
ク
識
ラ
レ
サ
ル
珍
奇
優
逸

ノ
傑
作
モ
少
ナ
カ
ラ
ス
大
二
斯
道
有
志
ヲ
シ
テ
参
考
ノ
汽
ト
ス
ル
ニ
足
レ
リ
然
レ
圧

此
期
間
ハ
我
美
術
沿
革
史
中
最
モ
底
度
二
沈
倫
セ
ル
時
ニ
シ
テ
尚
ホ
此
有
敷
ノ
逸
物

ア
リ
シ
ハ
誠
二
意
外
ノ
決
果
卜
云
フ
ベ
シ
此
期
美
術
ノ
詳
細
ナ
ル
批
評
ハ
扁
地
教
授

ノ
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朝

霧

之

圏

仝

下
村
晴
―
―
一
郎

薄

肉

仙

人

摸

刻

中

川

万

次

郎

美

人

之

圏

新

按

菱

田

三

男

治

仝

虎

新

按

松

原

涸

蔵

賞
牌

仝

軍

鶏

仝

澤

藤

太

郎

綸
甕
之
部

丸

刻

鶏

窯

生

鮎

澤

秀

夫

明
治
廿
八
年
五
月
大
會
受
賞
者

一
等
褒
状

蒔
籠

百

点

四
点

仝

鶏

仝

野

村

厚

生

彫
金

十
五
点

占
~ヽ

仝

鵜

妍

窯

生

信

谷

友

鐙
金

五
十
一
点

一
四
点

仝

彫

観

音

仝

三
三
点

ノ
近
世
美
術
趨
勢
及
ビ
列
品
ノ
批
評
卜
題
ス
ル
講
話
及
ビ
岡
倉
校
長
ノ
講
話
ノ
筆
記

ニ
就
テ
見
ラ
ル
ベ
シ
次
二
階
上
校
友
會
陳
列
室
二
第
八
謳
會
員
出
品
ノ
綸
蓋
第
九
靡

同
ク
彫
刻
工
藝
品
第
拾
謳
同
箱
痘
ニ
テ
此
慮
ニ
ハ
教
授
諸
氏
ノ
製
作
品
ヲ
モ
出
セ
リ

勝
園
雅
邦
先
生
ノ
筆
ニ
ハ
春
日
聴
唸
ノ
箇
冨
岳
ノ
岡
舞
子
濱
之
景
四
季
山
水
ノ
圏
等

最
モ
注
目
ス
ル
慮
ノ
作
ナ
リ
キ
玉
章
先
生
ノ
作
ニ
ハ
蓬
来
之
圏
東
台
櫻
花
ノ
園
高
砂

マ
マ

之
岡
等
見
ヘ
タ
リ
其
他
若
手
ノ
作
ニ
ハ
菱
田
三
男
氏
ノ
筆
二
成
ル
モ
ノ
頗
ル
多
ク
シ

テ
前
途
有
望
ノ
曙
光
ハ
紙
面
二
顕
表
セ
リ
中
二
此
二
枚
折
屏
風
美
人
ノ
圏
ハ
優
レ
テ

見
二
下
村
睛
―
―
一
郎
氏
ノ
朝
霧
二
枚
折
屏
風
モ
相
愛
ズ
古
土
佐
ノ
氣
格
高
キ
虞
二
範
ヲ

ト
リ
簡
輩
洒
落
ノ
岡
柄
ハ
最
モ
此
屏
風
二
適
テ
妙
ヲ
覺
ユ
天
草
友
雄
氏
又
屏
風
ヲ
撰

テ
筆
ヲ
採
レ
リ
其
岡
題
ハ
寡
婦
ナ
リ
其
情
ヲ
窟
シ
テ
至
レ
リ
同
感
ヲ
起
サ
シ
ム
ル
ニ

足
ル
然
レ
圧
其
紙
面
ハ
屏
風
ナ
リ
屏
風
ハ
如
何
ナ
ル
虞
ニ
カ
用
ユ
ル
何
ナ
ル
時
節
ニ

カ
應
ス
ル
美
術
ト
シ
綸
其
レ
自
身
ノ
債
値
ハ
質
サ
ズ
屏
風
ノ
圏
ト
シ
テ
問
フ
虞
ア
ル

ノ
ミ
妄
言
ハ
扱
テ
措
キ
本
回
校
友
會
出
品
ノ
点
敷
及
ビ
夜
上
点
敷
優
等
品
受
賞
者
ノ

マ
マ

性
名
ヲ
左
二
列
戴
ス

出
品
種
類

檜
甕
彫
刻

四
十
五
点

丸

彫

鹿

摸

刻

村

尾

マ
マ管

原

大

三

郎
平

吉

百
四
十
八
点

一
四
点

賞
牌

点
敷

賣
上
点
敷

普
賢
之
圏

水
禽
山
水
園

社
頭
山
水
圏

仝

彫
刻
之
部

加

藤

紀

高

仝

山

本

昌

仝

大

石

榮

雄

山
水
圏

仝

遠
藤
盛
遠
之
岡

月
夜
山
水
闘

丹

羽

五

十

吉

仝

高

橋

勇

鷺
之
闘

妙
音
天
図

仝

井

上

良

慶

新
按

櫻

井

節

雄

淡

沫

奔

瑞

之

固

仝

二
等
褒
状

中

村

端

新
按

第4章 発

木

村

信

太

郎

一
等
褒
状

寡
婦
之
固

元
祓
人
物
圏

棲
閣
山
水
回

仝

藤

巻

直

治

仝
仝

展 期

岡

本

勝

元

天

草

友

雄
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一
等
褒
状

描
金
忍
草
棗

新
按

賞
牌 蒔
給
之
部

仝

牡

丹

額

面

仝

原

田

博

亮

鈴

木

0

(一
）
證
害
和
漢
文

0

(二
）
作
文
漢
字
交
り
文

0

(-―
-
)
敷
學
算
術
及
平
面

幾
何

0

(四
）
地
理
日
本
及
萬
國
地
理
大
要

0

(五
）
歴
史
日
本
及
支
那
歴
史
大

〔臨〕

要

0

(六
）
物
理
學
及
化
學
大
要

0

(七
）
菩
盪
及
新
盟
流
派
及
材
料
を
問
は
す

試
瞼
科
目

蛾
型
蓮
花
額
面

仝

坂

ロ

獅

子

香

燻

新

按

郡

司

秀

次

郎
マ
マ純

入
學
者
資
格

年
齢
滴
十
六
年
以
上
滴
二
十
五
年
以
下
に
し
て
品
行
善
良
身
体
強
健
稟
性
美
術
の

技
能
を
有
し
賂
来
給
甕
彫
刻
及
美
術
工
藝
（
目
下
彫
金
、
錨
金
、
蒔
紺
、
鍛
金
の

四
科
を
置
く
）
の
諸
技
に
従
事
し
若
く
は
普
通
図
粛
の
教
員
た
ら
ん
と
欲
す
る
者

娠
型
菖
浦
額
面
仝

二
等
褒
状

組

置

物

仝

山

本

客

次

郎

太

田

和

太

郎

鴛

喬

香

燻

新

按

武

井

傾

淑

仝

手
板
盛
芝

雷

紋

仝

紺
金
之
部

一
等
褒
状

芦

澤

鴻

次

仝 彫
金
片
切
扇
面
形
加
茂
ノ
固

摸
刻

泉

ーフ

0
東
京
美
術
學
校
生
徒
募
集

東
京
美
術
學
校
に
於
て
本
年
九
月
同
校
豫
備
の
課
程
を
履
修
す
へ
き
生
徒
男
子
五
十

五
名
入
學
せ
し
む
る
に
付
同
校
規
則
入
學
規
程
に
依
り
美
術
上
特
に
見
込
あ
る
者
と

認
む
る
と
き
は
本
縣
に
於
て
特
選
す
る
を
以
て
志
願
の
者
は
七
月
三
十
日
限
本
縣
知

事
宛
願
害
に
厩
歴
体
格
椋
査
証
及
試
験
科
目
第
七
若
く
は
第
八
に
該
る
固
盛
若
く
は

彫
刻
に
し
て
一
雨
年
以
降
の
製
作
に
係
る
も
の
の
内
適
裳
と
自
認
せ
る
も
の
を
添
ヘ

差
出
す
へ
し
と
昨
日
九
十
五
号
を
以
て
告
示
せ
ら
る
志
願
者
参
考
の
為
め
規
則
を
左

に
掲
＜

新
按

望
月
銃
―
―
一
郎

小

に

雄
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4

生
徒
募
集

仝

鯰

仝等
褒
状

海

野

豊

太

郎

彫
金
手
板
鬼
瓦

摸
刻

清

水

組

蔵

付
テ
見
ラ
レ
ヨ

一
等
褒
状

彫
金
之
部

仝

面

仝

天

岡

均

新
按

仝

獅

子

摸

刻

佐

藤

勝

磨

二
等
褒
状

〔半〕羊
肉
鶴

新
按

中

村

久

馬

三

描
金
蔦
高
蒔
縮
棗

仝
夕
顔
高
蒔
紺
棗

二
等
褒
欣

描
金
帷
鳩
高
蒔
綸
丸
盆

仝

飾

盃

仝

〔閉〕開
會
後
慰
榜
兼
親
睦
會
ヲ
向
嶋
八
洲
園
二
催
サ
ル
其
委
細
ハ
可
明
氏
ノ
漫
録
記
事
ニ

澤

木

彦

門

仝
新
按

磯

谷

邦

之

助

石

河

壽

衛

彦

近

藤

延

太

郎

明治28年



5
 

前
項
の
製
作
品
は
総
て
美
術
の
趣
致
を
主
と
し
流
派
及
用
材
用
具
に
拘
は
ら
す

人
物
山
水
花
鳥
器
物
等
題
旨
の
何
た
る
に
論
せ
す
自
己
の
新
按
に
成
り
且
甚
た
し

く
簡
易
疎
策
に
失
せ
さ
る
を
要
す

願
書
と
共
に
差
出
す
へ
き
祖
製
作
物
は
新
按
若
く
は
也
模
た
る
に
拘
は
ら
す
前

項
の
主
旨
に
準
し
専
ら
作
者
の
長
所
を
示
す
へ
き
も
の
に
し
て
製
作
の
時
間
を
明

記
し
併
て
自
己
の
製
作
物
た
る
こ
と
を
證
明
す
る
を
要
す

マ
マ

製
作
物
は
運
搬
の
際
毀
損
の
患
な
か
ら
ん
こ
と
を
注
意
す
へ
し
其
返
戻
を
要
と

る
も
の
は
特
に
之
を
明
記
す
へ
き
事

但
右
運
搬
費
は
自
己
の
負
擦
と
す

前
各
項
の
内
詳
細
は
明
治
―

―十
五
年
十

一
月
二
十
四
日
の
官
報
教
育
欄
内
に
掲

載
せ
る
東
京
美
術
學
校
規
則
に
就
き
て
見
る
へ
志

（
明
治
二
十
八
年
七
月
四
日

『
秋
田
日
々
新
聞
』
）

生
徒
成
績
物
御
買
上
げ

分

浮
彫
半
肉
二
尺
四
方
以
下
五
寸
四
方
以
上
彫
刻
の
全
体
若
く
は
一
部

農
家
秋
景
圏

星
盟
山
水

元
詠
風
俗
圏

〔同〕

仝

〔同
〕

仝

35 30 
しー」 L_j 

〔同〕

仝

秋
野
鹿
圏

〔同〕

仝

秋
景
山
水

〔一

枚
〕

紺
盟
科

明

治

年

月

丹
羽
五
十
吉

〔
29

．12

盟
岡
保
太
郎
〔
同

後

藤

矩

一

〔

同

金

子

泰

〔

同

濱
中
半
―
―
一
郎
〔
同

38 35 40円
L_」 しーノ し＿j

王
昭
君
嫁
胡
岡

仝
撰
科

西
郷ママ
本
田

佑
輔

卒
業
製
作
の
部

俊
寛
僧
都
鬼
界
島
圏

紺
盟
科

規 思
召
を
以
て
御
買
上

き
旨
を
傭
逹
せ
ら
れ
た
る
は
過
る
廿
八
年
八
月
三
日
を
始
め
と
し
て
溺
後
雨
一
ー一
回
成

績
物
を
宮
内
省
に
差
出
し
て
天
覧
に
供
し
た
る
が
其
都
度

あ
ら
せ
ら
れ
た
る
も
の
少
な
か
ら
す
今
に
至
り
て
廿
八
年
の
分
を
も
併
記
す
る
は
梢

古
り
た
る
の
嫌
な
き
に
非
れ
と
も
多
く
の
會
員
諸
君
中
に
は
或
は
未
た
之
れ
を
知
ら

さ
る
も
の
あ
ら
ん
こ
と
を
慮
り
絃
に
穂
て
之
れ
を
掲
く
る
こ
と
A

せ
り

下
一
尺
四
方
以
上

彫
刻

又
第
七
第
八
の
課
目
は
本
告
示
本
文
に
記
載
せ
る
藷
作
の
外
新
に
本
縣
に
於
て
圏

粛
或
は
彫
刻
の
一
課
目
を
左
の
制
限
に
應
し
て
閾
需
は
一
日
以
内
彫
刻
は
三
日
以

内
に
製
作
せ
志
む
著
色
を
用
ひ
す
十
分
の
濃
淡
を
施
し
た
る
も
の
四
尺
に
二
尺
五
寸
以

〇
卒
業
製
作
品
の
御
買
上
聖
旨
を
奉
し
て
子
爵
東
園
侍
従
我
校
に
臨
ま
れ
賞
校
教

育
の
方
法
程
度
等
を
御
下
問
あ
ら
せ
ら
れ
た
る
に
依
り
生
徒
の
製
作
品
を
差
出
す
へ

闘
霊

こ
の
明
治
二
十
八
年
八
月
三
日
以
後
、
同
二
十
九
年
十
二
月
四
日
、
同
三
十
年
十
月

二
十
一
日
と
続
け
て
生
徒
成
紹
物
（
一
部
教
官
作
も
含
む
）
を
天
覧
に
供
し
、
御
買
上

げ
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
件
に
関
す
る
本
校
側
の
公
式
記
録
文
書
類
は
現
存
せ
ず
、

『錦

巷
雑
綴
』
第
九
巻
（
明
治
三
十
一
年
二
月
）
に
の
み
記
録
が
あ
る
。
左
に
そ
れ
を
転
載

す
る
が
、
参
考
の
た
め
に
宮
内
省
調
度
局
作
成
文
舌
「
御
用
度
録
」
（
宮
内
庁
書
陵
部

所
蔵
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
御
買
上
げ
の
点
数
、
年
月
、
価
格
を
〔
〕
に
記
す
。

〔
〕
の
附
さ
れ
て
い
な
い
作
品
に
つ
い
て
は
「
御
用
度
録
」
に
記
録
が
な
く
、

た
、
個
々
の
作
品
の
所
在
は
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。

ま

第4章発

ぺ
し

展

C
（八
）
彫
刻
模
造
及
彫
刻
圏
案
同
上

前
項
第
一
よ
り
第
六
に
至
る
課
目
の
試
瞼
は
尋
常
中
學
校
第
三
年
級
の
程
度
に

準
し
本
縣
に
於
て
こ
れ
を
施
行
す
但
本
人
の
履
歴
に
依
り
こ
れ
を
省
く
こ
と
あ
る
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石
山
寺
岡
香
箱

山
水
園
硯
箱

柳
櫻
闘
短
冊
箱
〔
一
個
〕

紅
葉
賀
香
箱

源
氏
夕
顔
闘
重
子
香
箱
〔
一
個
〕

松
島
香
煉

仝 仝 仝 蒔
箱
科

本
島
袈
裟
彦
〔
29

．1
2
9
7
〕

玉

井

正

申

「
東
京
美
術
學
校
會
計
掛
」

東
京
美
術
學
校
回

包

石

川

準

稔

仝

大
野
和
歌
三
郎

仝

山

本

義

雄

瓶
子
形
花
瓶

〔
一
個
〕

仝

福

島

仲

〔

29

．1
2
1
0
0
〕

四
神
水
滴

仝

蟹
筆
架

茄
子
二
謡
斯
囮
物

仝

覺
蒲

望
月
銃
一
―
一
郎

岡
部

蔦
模
様
棗

仝

石
川
壽
衛
彦

仝

仝

大
原
行
幸
闘

雪
景
山
水

夏
景
山
水

神
功
皇
后
像

大
山
上
和
薬
使
主
福
常
像

猿
田
彦
命
像

龍
銀
秋
草
香
燻
[
-
個
〕

秀
〔
同

高
城
次
郎
〔
同

川
勝
勘
兵
衛
〔
同

加
藤
紀
高
〔
同

河
原
崎
謙
吉
〔
同

角
田
宇
傾
蔵

石
井
吉
次
郎
〔
29

．6

忍
ぷ
草
模
様
棗

な
お
、
左
記
は
御
買
上
げ
の
際
に
本
校
が
提
出
し
た
文
書
（
宮
内
庁
告
陵
部
所
蔵
）

の
一
例
で
あ
る
。

合
第
六
一
琥

別
紙
納
入
告
知
害
壼
葉
及
御
送
付
候
也

明
治
二
十
九
年
六
月
十
八
日

仝

原

田

博

亮

彫
金
科

酒

井

秀

岳

〔

29

．12
120〕

仝

増

田

有

信

仝

後

藤

省

吾

猫
置
物

鴛
盆
ッ
マ
ミ
香
辿

松
島
香
合

仝蒔
綸
科

武

井

箕

澄

六
角
注
多
良

錨
金
科

田

中

後

治

彫
刻
科

黒

岩

倉

吉

仝

頼

富

新

吉

黄
石
公
岡

〔同〕

仝

小
出
魯
一
郎
〔
同

夏
景
山
水

[同〕

仝

川
崎

周

太

〔

同

秋
景
山
水

春
色
圏

秋
郊
圏

〔同〕

仝

40 40 50 
し—J ¥--l L_I 

仝熊
鷹
置
物

猿
屈
物

仝

仝

仝

浅
野
勇
次
郎

菅
原
大
三
郎

仝

仝鵜
寄
置
物

仝

信

谷

友

〔同〕

仝

仝

仝

野
村

[同〕

仝

48 40 
¥._J ¥._J 

麿
宮
初
夏
闘

哀
別
岡

〔同〕

仝

〔同〕

仝

岡
田

40 45 50 50 38 40 
¥._J ¥._J 9_J ¥._J ¥._J ¥._J 

檜
葉
模
様
巻
葉
入
盆
付
〔
一
組
〕

卒
業
製
作
以
外
成
績
の
部

窃
生
鶉
骰
物

彫
刻
科

鮎
澤

秀
夫
厚
生

仝

寒
山

〔同〕

仝

山

本

昌

〔

同

歌
箱
鼻
紙
壼

唐
櫃
形
波
二
菊
手
箱

源
氏
葵
の
巻
硯
箱

源
氏
蜻
蛉
の
巻
々
紙
箱

仝

静
脩

萩
原
元
次
郎
〔
30

．10

氏
家

〔同〕

仝

平
井
佐
藤
榮
一
ー
一
郎
〔
同

田
口
鎌
三
郎
〔
同

富
夫
〔
30

．10

仝

〔同〕

仝

仝

〔同〕

仝

仝

博
亮

近
藤
延
太
郎

磯
矢
邦
之
助

河
村

oo〕
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宮
内
省
調
度
局

岡
倉
校
長
出
張

左
記
の
新
聞
記
事
に
よ
っ
て
、
出
張
の
目
的
は
豊
公
銅
像
建
立
の
準
備
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
な
お
こ
の
依
嘱
製
作
に
つ
い
て
は
本
校
年
報
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な

、。

0
阿
蒲
陀
峰
の
豊
公
銅
像

岡
倉
東
京
美
術
學
校
長
及
ぴ
日
野
西
子
爵
は
此
程
京
都
に
赴
き
豊
公
銅
像
建
造
に

就
き
阿
禰
陀
峯
の
地
形
等
を
視
察
し
調
査
中
な
る
か
嘗
初
は
太
閤
平
（
豊
公
の
廟
あ

り
し
慮
）
に
建
立
す
る
見
込
な
り
し
も
岡
倉
校
長
は
同
所
の
上
の
地
所
を
撰
定
し
十

右
之
通

御
中

明
治
二
十
九
年
六
月
二
日

流
シ
櫻
二
鳩
蒔
絵
小
香
合

「
可
明
」

ハ
角
注
多
良
＠

同
文
書
中
に
は
上
記
御
買
上
げ
一
覧
表
以
外
の
作
品
に
関
す
る
も
の
が
一
件
あ
る
の

で
併
記
し
て
お
く
。

「
同
右
」

東
京
美
術
學
校
阿

（
以
上
束
京
美
術
学
校
名
入
罫
紙
使
用
）

問
四
方
許
り
の
疑
石
を
据
へ
て
此
慮
に
一
大
銅
像
を
建
立
し
前
設
計
よ
り
規
摸
を
大

に
し
豊
公
の
遺
蹟
を
顕
著
な
ら
し
む
る
意
向
な
る
由
又
た
豊
公
の
像
は
高
豪
寺
、
藪

内
、
其
他
二
三

ヶ
所
に
木
像
又
は
盟
像
あ
る
に
よ
り
岡
倉
氏
等
は
之
を
一
究
し
其
摸

寓
を
帝
國
京
都
博
物
舘
に
嘱
託
し
た
り
と

〇
銅
像
の
流
行

東
京
美
術
学
校
に
於
て
各
地
よ
り
引
受
た
る
銅
像
八
七
八
個
に
及
び
其
内
福
岡
縣

よ
り
依
頼
を
受
け
た
る
ハ
日
蓮
上
人
高
さ
丈
餘
の
銅
像
な
る
が
今
回
又
京
都
の
有
志

公
民
よ
り
豊
臣
太
閤
の
買
物
大
の
銅
像
の
依
頼
を
受
け
た
り
此
の
像
成
功
の
上
ハ
京

都
の
公
困
内
に
建
設
す
る
見
込
の
由（明
治
二
十
八
年
九
月
十
八
日

『
や
ま
と
新
聞
』
）

関

連

事

項

①

意
匠
研
究
会

（
遂
初
会
）

意
匠
研
究
会
は
岡
倉
校
長
、
橋
本
雅
邦
の
指
埠
の
も
と
に
絵
画
や
図
案
の
意

匠
練
磨
を
競
う
会
で
、
本
年
六
月
ご
ろ
発
足
し
た
。
『
錦
巷
雑
綴
』
第
五
巻

（
明
治
二
十
八
年
六
月
二
十
六
日
）
に
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

〇
意
匠
研
究
会
今
度
本
校
二
於
テ
題
名
ノ
如
キ
一
會
ヲ
起
シ
籍
霊
及
ビ
闘

按
ノ
懸
賞
ヲ
行
ハ
ル
其
趣
意
左
ノ
如
シ

一
本
會
ハ
毎
月
一
回
岡
題
ヲ
設
ヶ
縮
盟
及
ヒ
闘
按
ヲ
集
メ
其
ノ
競
争
會
ヲ

開
キ
主
ト
シ
テ
意
匠
ノ
意
味
深
長
品
位
高
尚
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
撰
ミ
賞
品
ヲ
授

典
ス
賞
品
ハ
一
等
二
等
ノ
ニ
種
ト
シ
一
等
ハ
絹
地
反
物
二
等
ハ
木
綿
地
反

東
京
美
術
學
校
助
教
授

六
角
注
多
良
作

記
明
治
二
十
九
年
六
月
二
日

宮
内
省
調
度
局

御
中

短
冊
箱

右
御
骰
上
品
及
御
送
付
候
也

明
治
―

―十
八
年
九
月
六
日

『報
知
新
聞
』
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